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下記の問に答えよ．ただし，「オプション問題」には答えなくても良い．

1. 情報ビットに対し，以下の式で与えられる検査ビット加えてできる符号語を用いる(7,4)ハミング符号について，以下の問いに答えよ．ただし，足し算はすべて２の剰余系(0+0=1+1=0,0+1=1+0=1)で考えるものとする。



(1) 情報ビット列1010を符号化せよ．



(2) この符号のパリティ検査方程式を求めよ．




(3) この符号の生成行列Gと検査行列Hを求めよ．




(4) 0001100を受信した場合のシンドロームを計算せよ．





(5) (4)において，１ビットの誤りが生じていると仮定した場合の送信した情報ビット列を求めよ．



2. 2元通信路符号化における限定距離復号法について以下の問いに答えよ．
(1) 最小距離3の符号について以下の問いに答えよ．
1 何ビットの誤りまで確実に訂正できるか．


2 訂正できるビット数を最大にとった場合に何ビットの誤りが確実に検出できるか．


3 訂正しない場合、何ビットの誤りが確実に検出できるか．


(2) 最小距離が４の場合について以下の問いに答えよ．
1 何ビットの誤りまで確実に訂正できるか．


2 訂正できるビット数を最大にとった場合に何ビットの誤りが確実に検出ができるか．
　
3 訂正しない場合、何ビットの誤りが確実に検出できるか．


3. （オプション問題）(7,4)ハミング符号の各符号語の1の数が偶数となるように、検査ビットを１ビット付け加える。このようにして得られる(8,4)符号は最小重みが4となる。この符号の検査行列を示せ。ただし、(7,4)ハミング符号はどのようなものでも良い。
（ヒント）検査ビットが４ビットなのでパリティ検査方程式は４式からなる。最初の３式は(7,4)ハミング符号と同じ。残りの１式は、追加した条件から作る。追加する式は、他の検査ビットを含まない式で書ける。












